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紹

介
後
藤
昭
雄
著
『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』

宮

川

真

弥

本
学
名
誉
教
授
後
藤
昭
雄
先
生
の
手
に
な
る
本
書
は
、
本
誌
前
号
に
紹
介

す
る
『
平
安
朝
漢
文
學
史
論
考
』（
二
〇
一
二
年
、
勉
誠
出
版
）
に
次
い
で

刊
行
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研

究
』（
一
九
九
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
以
下
に
そ
の
構
成
を
示
そ
う
。
な
お
、
著
者
に
よ
る
各
部
の
概

要
を
（

）
で
示
し
、
各
節
の
題
を
〔

〕
で
示
し
た
。

Ⅰ
（
平
安
朝
の
主
な
詩
文
集
の
解
題
及
び
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
）

1
『
性
霊
集
』
に
つ
い
て

2
『
菅
家
文
草
』
散
文
篇
の
基
礎
的
考
察
〔
一
本
章
の
意
図
／
二
散
文

篇
の
概
略
／
三
各
種
文
体
に
つ
い
て
／
四
問
題
点
四
条
〕

3
『
本
朝
文
粋
』
解
題
〔
一
書
名
／
二
編
者
／
三
成
立
年
時
／
四
分

類
・
配
列
／
五
作
者
／
六
諸
本
〕

4
『
本
朝
続
文
粋
』
解
題
〔
一
編
者
／
二
成
立
年
時
／
三
構
成
・
巻
数

／
四
編
纂
事
情
／
五
作
者
／
六
諸
本
〕

5
『
朝
野
群
載
』
文
筆
部
考
―
―
文
体
論
の
視
点
か
ら

6

文
は
、
願
文
・
表
・
博
士
の
申
文

Ⅱ
（
一
書
を
成
し
て
い
る
作
品
を
論
じ
た
も
の
）

7

金
剛
寺
蔵
『
文
集
抄
』

8
『
日
本
感
霊
録
』
の
佚
文
を
め
ぐ
っ
て

9

三
善
清
行
『
善
家
秘
記
』
の
新
出
佚
文
〔
一
『
善
家
秘
記
』
／
二
金

剛
寺
蔵
〈
佚
名
諸
菩
薩
感
応
抄
〉
／
三
〈
佚
名
諸
菩
薩
感
応
抄
〉
所
引

の
『
善
家
秘
記
』
佚
文
／
四
賀
陽
良
藤
、
霊
狐
と
通
接
す
る
話
／
五

十
一
面
観
音
に
祈
念
し
て
「
耶
馬
台
詩
」
を
読
む
話
／
六
老
翁
、
山

崎
橋
を
架
け
る
話
／
七
山
崎
架
橋
譚
の
流
伝
―
―
『
今
昔
物
語
集
』

／
八
山
崎
架
橋
譚
の
流
伝
―
―
「
山
崎
架
橋
図
」〕

金
剛
寺
蔵
『
和
漢
朗
詠
集
』（
零
冊
）
を
め
ぐ
っ
て

10
『
花
鳥
集
』

11

金
剛
寺
蔵
『
花
鳥
集
』
翻
刻

『
全
経
大
意
』

12

金
剛
寺
蔵
『
全
経
大
意
』
翻
刻

『
全
経
大
意
』
と
藤
原
頼
長
の
学
問

13Ⅲ
（
佚
詩
の
拾
遺
と
、
合
わ
せ
て
断
片
的
に
諸
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
詩
文

の
整
理
を
試
み
た
も
の
）

古
代
漢
詩
集
成
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
―
―
拾
佚
詩
五
首

14

古
筆
資
料
の
な
か
の
平
安
朝
詩
文
〔
は
じ
め
に
／
一
本
能
寺
切
／
二

15

伝
藤
原
公
任
筆
詩
書
切
／
三
藤
原
行
成
筆
佚
名
本
朝
佳
句
切
／
四

唐
尚
歯
会
詩
断
簡
〕

平
安
朝
詩
拾
佚
―
―
彰
考
館
文
庫
蔵
『
詩
集
』
か
ら

16

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
小
野
僧
正
祈
雨
之
間
賀
雨
贈
答
詩
』
を
め

17

ぐ
っ
て

『
和
漢
兼
作
集
』
下
巻
の
基
礎
的
考
察

18
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Ⅳ
（
小
論
を
別
に
し
た
も
の
）

『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
補

19

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
『
千
載
佳
句
』
に
つ
い
て

20
『
本
朝
文
粋
』
本
文
校
訂
三
条

21
「
愁
鬢
詞
」
本
文
校
定
―
―
活
字
本
の
危
う
さ

22あ
と
が
き

索
引
〔
人
名
索
引
／
書
篇
名
索
引
／
事
項
索
引
（
含
詩
題
・
文
体
）〕

各
部
の
概
要
は
（

）
の
ご
と
く
、
著
者
あ
と
が
き
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

な
お
第
Ⅰ
部
に
つ
い
て
附
言
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
文
体
論
が
基
調
と
し
て
あ

る
。
そ
れ
は
第
Ⅰ
部
の
た
め
に
、
事
項
索
引
中
に
【
文
体
】
が
別
に
た
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

本
書
の
魅
力
の
一
つ
は
佚
詩
の
拾
遺
や
本
文
校
訂
な
ど
の
基
礎
研
究
に

よ
っ
て
、
見
事
に
諸
説
を
覆
す
点
に
あ
ろ
う
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。

「

古
代
漢
詩
集
成
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
―
―
拾
佚
詩
五
首
」
で

14
は
東
寺
観
智
院
蔵
『
大
師
行
化
記
』
に
見
ら
れ
る
佚
詩
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
の
佚
詩
に
は
「
三
教
指
帰
注
未
成
」、
そ
の
自
注
に
は
「
先
師
海
和
尚
撰

三
教
指
帰
、
去
元
慶
七
年
、
然
和
尚
請
余
作
之
注
…
…
」
と
あ
る
。
か
く
し

て
『
三
教
指
帰
』
が
十
世
紀
中
葉
に
作
ら
れ
た
も
の
と
す
る
『
三
教
指
帰
』

偽
撰
説
に
対
し
て
鮮
や
か
に
一
石
を
投
ず
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
元
慶
七
年

は
西
暦
八
八
三
年
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
に
通
底
す
る
の
は
学
問
の
継
承
発
展
へ
の
希
求
で
あ
ろ
う
。

新
出
資
料
を
学
界
で
共
有
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
新
出
資
料
の
す
べ
て
に

翻
刻
を
附
し
た
『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』
と
同
様
で
あ
り
、
本
書
に
も

『
花
鳥
集
』『
全
経
大
意
』
の
翻
刻
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
説
に
対

す
る
尊
重
の
姿
勢
も
そ
れ
と
同
一
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
Ⅰ
部
の

解
題
で
の
先
行
説
の
丁
寧
な
整
理
は
も
ち
ろ
ん
、
と
り
わ
け
稿
者
の
目
を
引

い
た
の
は
、
大
学
院
の
演
習
で
の
院
生
の
発
言
に
教
示
を
得
た
と
氏
名
を
挙

げ
て
注
に
記
し
て
あ
る
点
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
著
者
は
現
在
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
金
剛
寺
所
蔵
典
籍
の
集

約
的
調
査
と
研
究
―
聖
教
の
形
成
と
伝
播
把
握
を
基
軸
と
し
て
」
の
代
表
者

で
あ
り
、
河
内
長
野
市
の
天
野
山
金
剛
寺
で
の
共
同
調
査
を
毎
月
行
っ
て
い

る
。
第
Ⅱ
部
に
お
い
て
は
、
多
く
金
剛
寺
蔵
の
新
出
資
料
が
対
象
と
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
金
剛
寺
で
の
継
続
的
な
調
査
が
基
盤
と
な
っ
て
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
調
査
に
は
本
会
関
係
者
や
本
学
大
学
院
生
も
多
く
参
加
し
て
い
る
。

稿
者
も
末
席
に
加
わ
り
、
貴
重
な
典
籍
を
実
見
し
、
得
難
い
経
験
を
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
も
当
該
論
考
群
は
本
会
に
と
っ
て
非
常
に
ゆ
か
り
の
深
い

も
の
と
い
え
よ
う
。

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
、
四
六
六
頁
、
九
，
八
〇
〇
円
）

（
み
や
が
わ
・
し
ん
や

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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